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パートナーパートナーパートナーパートナーのののの見見見見つけつけつけつけ方方方方    
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ジョイントベンチャーで情報起業を行う方法をお伝えしていきます。 

 

 

情報起業やアフィリエイトなどのネットビジネスは、孤独な作業になってし

まうため、継続して取り組むことが出来ない人や集中してできない、自分

で決めたスケジュールを、スケジュール通りに行えないなど、さまざまな

障害が出てきます。 

 

 

これは、会社とは違って期日を守らなくても誰にも迷惑をかけるわけでは

ない、できる時にやればいいといった『心の甘い誘惑』に負けてしまう場

合が多いのです。 

 

 

一人でも取り組める人は、切羽詰まった状態や本当にお金に困っている

（借金をしている）方などは集中して短期間でも成果を上げている方もい

ます。 

 



情報起業を一人で行う場合には、自分の意志を貫ける強い心の持ち主

になる必要があります。 

 

 

しかし、ジョイントベンチャーで情報起業を行う場合には、パートナーを探

して、パートナーと組み、そして、パートナーと一緒になって進めていくの

で、一人で行うときとは違って、『人に迷惑をかけられない』という気持ち

が入るので、進めていくことができます。 

 

 

他にも、お互いの得意分野で取り組むことができるので、作業の効率や

モチベーションも変わってきます。 

 

 

何よりも、お互いが良きパートナーになれば、励ましあったり、助けあった

り、新しいアイディアを生み出すことができる、最高のパートナーになる可

能性もあります。 

 



良きパートナーに出会うことができれば、今後一緒にビジネスをしていくこ

とだって考えられます。 

 

 

ジョイントベンチャーを行うことで、ビジネスを加速させることができる方法

なのです。 

 

 

ただし、ジョイントベンチャーを行っても良いことばかりではありません。 

そんな、ジョイントベンチャーで気をつけないといけないことを次にお伝え

していきます。 

 

 

ジョイントベンチャーで気をつけないといけないことは、 

 

■■■■契約契約契約契約をををを交交交交わすことわすことわすことわすこと    

■■■■できればできればできればできれば一度会一度会一度会一度会ってってってって話話話話をすることをすることをすることをすること    

■■■■自分自分自分自分とととと会会会会うううう人人人人ととととジョイントジョイントジョイントジョイントすることすることすることすること    



では、一つ一つお話していきます。 

 

■■■■契約契約契約契約をををを交交交交わすことわすことわすことわすこと    

 

契約を交わすとの、ビジネスをする上で必要なことです。 

特に、お金が絡む場合は必要です。 

 

 

情報起業を行った場合、ASP へ商品を登録すると、クレジット決済やアフ

ィリエイター報酬などが発生します。 

 

 

10,000円で商品を販売し、アフィリエイター報酬が 30％、クレジット決済が

8.8％の場合。 

 

10,000円－（3,000円＋880円＝3,880円）＝6,120円 

 

6,120円が入ってきます。 



契約時にこのような細かなことを決めておく必要があります。 

売上を 2人で分ける場合に、50％ずつに分けようと契約しても、10,000円

の50％なのか、アフィリエイター報酬などを引いた売り上げから50％ずつ

にわけるのか？こういったことも考え、契約してください。 

 

 

話が違う！とせっかくのパートナーとけケンカになっては、苦労して作った

商品も販売中止なんてこともあります。 

 

 

また、次の話にもつながるのですが、売り上げをどうやって確認するの

か？いつ支払われるものなのか？を決めてください。 

 

 

もし、パートナーの銀行に振り込まれるのであれば、その振り込まれた金

額がわかるようにすることや、ASPに登録している場合は、管理画面をい

つでも見れるようにしてもらうなどの工夫も必要です。 

 



お金が人を変えるように、思っている以上にお金が入ってくれば、お金を

払わずに連絡が取れなくなる・・・・というケースもあるようです。 

 

 

契約をきちん交し、契約書は行政書士や士業の方にチェックをしてもらい

ましょう。 

 

【教訓】 

ジョイントベンチャージョイントベンチャージョイントベンチャージョイントベンチャーをををを行行行行うときはうときはうときはうときは契約書契約書契約書契約書をををを交交交交わすわすわすわす    

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■■■■できればできればできればできれば一度会一度会一度会一度会ってってってって話話話話をすることをすることをすることをすること    

 

ジョイントベンチャーを行う場合は、一度会ってどんな人とパートナーを組

むのか確認してください。 

 

 

よほど遠方にお住みの方ではない限り、会うことを勧めます。 

先ほどもお伝えしたように、お金を持ち逃げされる場合もありますので、

もし、会えないような人物であるようならやめた方が良いでしょう。 

 

 

会えない理由が別にあるのであれば違いますが、これからビジネスを進

めていくのに、『一度会えませんか？』と伝えても、「会うのはちょっと・・・」

という人となんてパートナーとして組んでやっていけないですよね？ 

 

 

【教訓】 

ジョイントベンチャージョイントベンチャージョイントベンチャージョイントベンチャーをするをするをするをする時時時時にはにはにはには一度会一度会一度会一度会ってってってって話話話話をするをするをするをする    



■■■■自分自分自分自分とととと合合合合うううう人人人人ととととジョイントジョイントジョイントジョイントすることすることすることすること    

 

『自分と合う人とジョイントする』は、先ほど 2つの教訓をお伝えしたことに

つながりますが、一番大事なポイントになるのが『自分と合う人』です。 

 

ビジネスを進めていく上で、一緒にやっても向上できなかったり、なんでも

人に頼ってしまう人、話が合わないなど、いろいろな人がいると思いま

す。 

 

 

お互いが協力し合っていけるパートナーは、自分に合う人がベストだと思

います。 

 

 

私が以前、ジョイントベンチャーを進める時に、募集した人でいたのです

が、なんでも教えてください。私に「どうやったらいいですか？」と聞いてく

る人がいました。 

 



これは、ジョイントベンチャーではなく、私がサポートしながらビジネスを進

めている＝負担が大きなビジネスになっていると感じ、実際にかなり負担

になったため、これではジョイントベンチャーをやっている意味がない・・・

と判断し、その方には理由を述べジョイントベンチャーを解除しました。 

その人とは、最初から考え方も違っていたのですが、一人でやるより

は・・・と、浅はかな考えで進めたのが原因だと感じ、その後は、『自分に

合った人』と組んで情報起業などのビジネスを進めるようになりました。 

 

 

自分に合った人と情報起業を行うと、良い方向へ進んでいきます。 

私の場合は、良きパートナーや悪いパートナーの両方を経験したのでわ

かるのですが、これは、ビジネスの考え方や進み方などのスピードは 10

倍以上変わってきます。 

 

 

なので、良きパートナーを選んで、情報起業を進めていくことが大事だと

感じます。 

 



 

【教訓】 

自分自分自分自分にににに合合合合ったったったった人人人人ととととジョイントジョイントジョイントジョイントするするするする    

 

以上の教訓３つはっジョイントベンチャーをする上で気をつけて下さい。 

 

では、ジョイントベンチャーを行うパートナーを探す場所はどこにあるので

しょうか？という本題へ入っていきます。 

 

 

ジョイントベンチャーのパートナーを探す場所は、 

 

■■■■オールアバウトオールアバウトオールアバウトオールアバウト    

■■■■ティーチャーズティーチャーズティーチャーズティーチャーズ    

■■■■まぐまぐまぐまぐまぐまぐまぐまぐ    

■■■■SNSSNSSNSSNS    

■■■■セミナーセミナーセミナーセミナーへのへのへのへの参加参加参加参加    

■■■■人脈人脈人脈人脈（（（（友達友達友達友達、、、、先生先生先生先生、、、、彼女彼女彼女彼女のののの友達友達友達友達、、、、仕事場仕事場仕事場仕事場でもでもでもでも人脈人脈人脈人脈などなどなどなど））））    



などで探すことができます。 

では、一つ一つお伝えしていきます。 

■■■■オールアバウトオールアバウトオールアバウトオールアバウト    

 

オールアバウトオールアバウトオールアバウトオールアバウト    

http://allabout.co.jp/ 

 

 

 

ここは、情報起業家の中でも有名なサイトです。 

多くの専門家が集まっていますので、あなたがこれから挑戦しようと思っ

ている市場の専門家へコンタクトをとってください。 



コンタクトをとるときに、よく「断られるかも・・・」「返事がもらえません」と聞

きますが、これは、断られるかどうかは、まずコンタクトを取ってみないと

わかりません。 

 

 

あなたからコンタクトを取らずにあきらめているのであれば、コンタクトを

取ってジョイントベンチャーを組んでもらえる可能性を自分自身で、可能

性を摘んでしまっています。 

 

 

まずは、頼んでみることから考えましょう。そして、次の段階で、「返事が

来ないのであきらめてしまう」といパターンです。 

 

 

良く聞いてみると、1 人や 2 人に頼んでみたが返事が来なかった・・・断ら

れた・・・と聞きますが、もっと頼んでください。 

 

 



別に一人と組まなくても 2人でも 3人でも組み人がいれば、商材自体のク

オリティもあがりますし、複数のビジネスが進められるわけです。 

 

 

20人、30人とコンタクトを取って頼むようにしてください。 

そのうち一人でもパートナーになってくれれば、あなたはその市場の専門

家と組んで情報起業ができるわけですからやらない手はないと思いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■■■■ティーチャーズティーチャーズティーチャーズティーチャーズ    

    

ティーチャーズティーチャーズティーチャーズティーチャーズ    

http://www.teachers.bz/ 

 

 

 

ティーチャーズは、さまざまな専門家が集まっているサイトです。 

ここには多くの情報起業家もいますが、福祉、医療、モチベーションなど

のカテゴリーに分かれた専門家もいます。 

 

 



ティーチャーズは、講師登録をするサイトですので、公演を開いて、DVD

や動画販売などのジョイントベンチャーを持ちかけてもいいでしょう。 

 

 

何も、専門家を探さなくても、あなた自身専門性がある場合は、情報起業

家へ「私は●●の専門分野で活躍していて、情報商材を出したいと思っ

ています」と、販売をしてもらうためのジョイントベンチャーの話をしてもい

いわけです。 

 

 

多くのレポートでは、専門家を探すジョイントベンチャーの方法は語られ

ていますが、反対の方法が語られることが少ないので、ここでお伝えさせ

て頂きました。 

 

 

ティーチャーズは、まだできたばかりのサイトですので、今がチャンスかも

しれませんよ。 

 



■■■■まぐまぐまぐまぐまぐまぐまぐまぐ    

 

まぐまぐまぐまぐまぐまぐまぐまぐ    

http://www.mag2.com/ 

 

 

 

まぐまぐでは、専門家からサラリーマン、主婦のかたなど、幅の広い方が

メールマガジンを発行しています。 

 

また、カテゴリーも英語、占い、資格などのカテゴリーもあり、専門家や専

門性のあるパートナーを見つけることができる場所です。 

 



その人がどんなメールの内容を書いているのかも、メールマガジンのバッ

クナンバーでわかるため、あなたが共感できるパートナーを探すことがで

きます。 

 

 

メールマガジンの感想を何度も送って、仲良くなってからコンタクトを取っ

て、情報起業の話を進めていくことができます。パートナーは、メールマガ

ジンを発行していることもあり、情報商材をつくってからや情報商材をつく

っている情報などもメールマガジンを通して情報発信ができ、販売した時

には待ち望んでいた人が購入してくれるなどのメリットもあります。 

 

 

ここでポイントになるのが、『『『『あなたがあなたがあなたがあなたが合合合合うとうとうとうと思思思思ったったったった人人人人へへへへ、、、、定期的定期的定期的定期的ににににメールメールメールメール

マガジンマガジンマガジンマガジンのののの感想感想感想感想をををを送送送送りりりり、、、、あなたのことをあなたのことをあなたのことをあなたのことを覚覚覚覚えてもらいえてもらいえてもらいえてもらい、、、、情報起業情報起業情報起業情報起業のののの話話話話をををを持持持持

ちかけるちかけるちかけるちかける』』』』というのが、ジョイントベンチャーをする時の成功への近道だと

思います。 

 

 



■■■■SNSSNSSNSSNS    

 

SNS は、いろいろなところがありますが、あなたが探している市場の SNS

があるかないか探すときには、 

 

SNSSNSSNSSNSナビナビナビナビ    

http://www.snsnavi.jp/ 

 

 

 

SNSナビはさまざまなカテゴリーに分かれて、SNSを紹介しています。 

あなたが探している市場の SNS もあるでしょう。 



SNSを通じて、メッセージのやり取りを行っていくことで仲良くなり、情報起

業のジョイントベンチャーの話を持っていくようにしましょう。 

 

 

まぐまぐのところでもお伝えしましたが、『仲良くなってから』の方が、ジョ

イントベンチャーの話は成功する確率が高いです。 

 

 

どこの誰かわからないような人とジョイントベンチャーをしようという人は

少ないと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 



■■■■セミナーセミナーセミナーセミナーへのへのへのへの参加参加参加参加    

 

これもあまり聞くことがないかと思います。 

セミナーへ参加して、セミナーで知り合う方法があります。 

 

 

私もこの方法で、数人の方とパートナーを組んで行いました。 

 

 

ネットビジネス系のセミナーへ参加するのではなく、リアルビジネスのセミ

ナーへ参加することをお勧めします。 

 

 

また、県が行っているセミナーや商工会議所が行っているセミナーは、無

料のものが多いので、参加しても費用面で負担になるようなことはありま

せん。 

 

 



 

費用がかかる場合もありますが、それでも数千円（1,000円～5,000円）程

度です。 

 

J-Net21 

http://j-net21.smrj.go.jp/index.html 

 

 

 

ここのサイトでは、いろいろな企業のセミナー情報がみれますので、参考

にしてみてください。 

 

 



■■■■人脈人脈人脈人脈（（（（友達友達友達友達、、、、先生先生先生先生、、、、彼女彼女彼女彼女のののの友達友達友達友達、、、、仕事場仕事場仕事場仕事場でもでもでもでも人脈人脈人脈人脈などなどなどなど））））    

 

自分に何も情報起業のネタがなくても、これまでお伝えしてきたように専

門家とコンタクトを取ってジョイントすることができます。 

 

 

でも、よく考えてみてください。 

きっとあなたのまわりにも、何かに特化した人、専門性がある人はいるの

ではないでしょうか？ 

 

 

例えば、自分の友達 

 

専門学校へ行っている人はいないですか？ 

大学の友達は？ 

スポーツ万能な人は？ 

 

 



友達の友達に聞いてみたことありますか？ 

彼女の友達は？ 

会社の中に専門性のある人は？ 

会社中で一番の営業マンは？ 

 

 

近くのお店には専門店などありませんか？ 

 

掛かり付けのお医者さんは？ 

いつも腰痛で通っている整体のお店は？ 

 

 

探せば、いくらでもあると思います。 

私が思うには、『専門性を持っている人が周りにいないのではなくて、専

門性を探すポイントがわからない』のだと思います。 

 

今お伝えしたように、近所に専門店ってありますよね？ 

 



探すポイントを知っていれば、後は行動するだけです。 

 

 

以上ですが、ジョイントベンチャーを行う際に、パートナーを見るける場所

をお伝えしてきました。 

 

 

■■■■ジョイントベンチャージョイントベンチャージョイントベンチャージョイントベンチャーでででで気気気気をつけることをつけることをつけることをつけること    

■■■■ジョイントベンチャージョイントベンチャージョイントベンチャージョイントベンチャーののののパートナーパートナーパートナーパートナーをををを探探探探すすすす場所場所場所場所    

 

 

これで、後はあなたに行動してもらうだけです。 

 

 

良きパートナーと巡り合うことを願って、このレポートも終わりにしたいと

思います。 

 

最後までお読み頂きまりがとうございました。 


